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田
代
村
第
二
次
経
済
自
立
化

　　　　　運
動

推

進

要

網

O
、
趣

旨

　

本
村
経
済
の
安
定
向
上
を

図
る
た
め
、
昭
和
二
十
七
年

第
一
次
経
済
自
立
化
運
動
が

展
開
さ
れ
、
特
に
部
落
組
識

の
再
編
強
化
に
よ
り
協
同
意

識
に
基
く
生
産
増
強
、
共
販

態
勢
の
確
立
、
生
活
の
合
理

化
を

目
的
に
田
代
村
経
済
振

興
計
画
を
樹
立
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
そ
の
方
策
の
滲
透

を
図
り
目
的
達
成
に
努
め
て

き
た
。

　

然

し
、
こ
の
間
経
済
情
勢

の
変
化
に
よ
り
政
府
施
策
と

し
て
新
農
山
漁
村
建
設
総
合

対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
’
第

　
一
次
経
済
自
立
化
運
動
発
足

当
時
と
は
諸
般
の
情
勢
が
異

な
り
’
実
践
活
動
面
も
再
度

検
討
の
機
に
至
っ
た
。

　
　
よ
つ
て
、
従
来
の
経
済
自

立
化
運
動
な
ら
び
に
新
農
山

漁
村
建
設
罰
画
の
目
的
を
堅

持
し
、
こ
こ
に
田
代
村
長
期

振
興
計
画
を
樹
立
田
代
村

第
二
次
経
済
自
立
化
運
動
と

呼
称
し
そ
の
名
の
も
と
で
現

　
状
に
即
し
た
必
要
な
る
施
策

　
を
推
進
し
以
っ
て
本
運
動
の

　
目
的
達
成
を
図
る
。

ω
、
趣
旨
の
啓
蒙
滲
透

　
　
本
運
動
の
目
的
達
成
を
図

　
る
た
め
に
は
、
部
落
組
織
員

　
の
意
慾
の
高
揚
が
大
切
で
あ

　
り
本
運
動
の
趣
旨
徹
底
を
期

　
す
る
た
め
，
次
の
要
領
で
啓

　
蒙
滲
透
を
図
る
。

　
イ
，
本
運
動
推
進
要
網
の
徹

　
底
を
図
る
た
め
，
村
内
各
種

　
団
体
、
小
組
合
幹
部
の
研
修

　
会
を
開
催
す
る
。

　
ロ

t

本
運
動
の
目
的
達
成
に

必
要

な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

製
配
付
す
る
。

ハ
、

部
落
懇
談
会
を
開
催
し

’

本
運
動
趣
旨
の
末
端
滲
透

を
図
る
。

　
二
、
そ
の
他
自
的
達
成
の
た

　
め
、
必
要
な
事
項
は
後
記
の

推
遣
協
議
会
に
お
い
て
審
議

　
か
つ
推
進
す
る
。

　
ホ
、
村
は
毎
年
単
年
度
経
済

　
自
立
化
運
動
推
進
方
策
を
樹

　
て
、
こ
れ
を
基
本
に
啓
蒙
滲

　
透
を
図

り
つ
つ
’
所
期
の
目

’
的
を
達
成
す
る
。

日
、
実
施
要
領

　
本
運
動
発
足
以
来
の
趣
旨

に
添
い
現
状
を
把
握
し
て
小

組
合
な
ら
び
に
農
家
個
々
が

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
た

旬
画
を
樹
立
、
こ
れ
に
従
い

常
に
こ
の
計
画
と
実
績
の
検

討
を
行
い
つ
つ
経
営
の
安
定

向
上
を
図
る
も
の
と
す
る
。

A
、
計
画
営
農
の
推
進

　

イ
、
畏
期
振
興
計
画
の
樹

　
立
　
　

A
、
農
家
個
々
で
経
営

　
　

の
現
状
を
把
握
検
討
し

　
　

各
々
能
力
に
応
じ
た
艮

　
　
期
振
興
計
画
を
樹
立
小

　
　
組
合
振
興
計
画
に
お
り

　
　

こ
む

　
　

B
、
長
期
振
興
計
画
を

　
　

基
本
と
し
て
毎
年
経
営

　
　

設
謝
を
樹
て
こ
れ
に
基

　
　

い
て
営
農
を
推
進
す
る

　
　

C
、
経
営
設
計
の
適
正

　
　

を
期
す
る
S
L
）
め
、
家
計

　
　

簿
、
農
家
簿
記
な
ど
記

　
　

録
簿
の
完
全
記
帳
を
徹

　
　

底

し
常
に
検
討
し
な
が

　
　

ら
目
標
達
成
を
促
進
す

　
　
る
o

　

ロ
、

営
農
指
導
態
勢
の
確

　

立

　
　

A
、
農
林
業
改
良
善
及

　
　

員
、
村
、
農
協
、
そ
の

　
　

他
関
係
技
術
員
を
以
っ

　
　

て

組
織
す
る
。
営
農
相

　
　

談
所
の
整
備
強
化
を
図

　
　

り
総
合
的
営
農
指
導
の

　
　

徹
底
を
図
る
。

　
　
　
B
、
営
農
相
談
所
は
畏

　
　
　
期
農
業
振
興
計
画
、
小

　
　
　
組
合
振
興
計
画
、
経
営

　
　
　
設
計
樹
立
の
相
談
に
応

　
　
　
じ
こ
れ
を
基
本
に
し
た

　
　
　
営
騰
改
善
を
促
進
す
る

　
　
　
C
、
機
動
力
に
よ
る
営

　
　
　
農
指
導
の
統
一
活
動
を

　
　
　
振
起
し
’
こ
れ
が
滲
透

　
　
　
に
万
全
を
期
し
所
期
の

　
　
　
目
的
を
達
成
す
る
o

　
B
、
部
落
組
識
の
整
備
強
化

　

と
公
民
舘
活
5
8
の
推
進

　
　
イ
、
組
識
の
適
正
化

　
　
　
A
’
本
運
動
の
目
的
達

　
　
　
成
は
部
落
協
同
体
制
の

　
　
．

確
立
が
根
幹
で
あ
り
、

　
　
　
部
落
組
識
の
規
模
を
改

．

　
　

め
て
検
討
し
、
合
理
的

　
　
　
生
産
共
同
体
及
び
生
活

　
　
　
共
同
体
と
し
て
の
適
切

　
　
　
な
地
域
雇
団
化
を
図
る

　
　
　
B
，
村
長
は
再
編
希
望

　
　
　
地
域
の
実
情
を
調
査
し

　
　
　
議
会
、
農
協
、
農
業
委

　
　
　
員
会
そ
の
他
興
林
業
団

　
　
　

体
及
び
そ
の
部
落
組
識

　
　
　
貝
と
充
分
納
得
の
ゆ
く

　
　
　
協
議
を
と
げ
こ
れ
を
再

　
　
　
編
す
る
。

　
．
　
ロ
、
規
約
の
整
備
と
改
正

　
　
　

A
’
部
落
組
織
の
規
約

　
　
　

は
、
組
織
員
の
意
志
統

　
　
　

一
上
当
然
整
備
し
て
お

　
　
　

く
べ
き
で
あ
る
が
’
現

　
　
　

状
は
単
に
慣
行
意
織
で

　
　
　

こ
れ
を
運
用
し
て
い
る

よ
e
て
本
運
動
の
展
開

を
機
会
に
全
組
織
を
あ

げ
て

こ
れ
を
整
備
す
る

B
t
別
記
の
と
お
り
小

組
合
規
約
準
則
を
改
正

し
た
が
’
こ
の
特
色
は

後
記
の
興
農
推
進
委
員

制
を
重
視
し
た
こ
と
で

あ
る
。

ハ
、

迎

旭
の
適
正
化

　

A
’
小
組
合
規
約
を
遵

　
　
　
●
」
　
’
、
　
且
幾
と
ー
よ
飛

　
　
　
し
　
エ
　
　
　
お
ハ
　
し
じ
　
　

　

責
を
明
ら
か
に
し
て
運

　

営
の
正
当
化
を
図
る
e

　

B
、
婦
人
会
青
年
団
等

　

綿
密
な
る
連
8
3
の
も
と

　

に
、
小
組
合
振
興
計
画

　

の
達
成
に
努
め
る
e

　

C
、
記
録
の
保
存
検
計

　

に

よ
る
事
業
計
画
、
収

　

支
予
算
を
た
て
’
こ
れ

　

を
基
本
に
し
た
部
落
運

　

営
に
努
め
る
O

　
二
、
公
民
舘
の
充
実
活
用

　

A
、
部
落
の
運
営
は
公

　

民
舘
を
中
心
に
運
営
さ

　

れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

　

単
に
集
会
所
と
し
て
の

　

み
使
用
さ
れ
て
い
る
現

　

状
で
あ
る
。
よ
o
て
公

　

民
舘
の
内
容
充
実
を
図

　

り
、
部
落
民
の
融
和
と

　

教
養
文
化
の
実
を
あ
げ

　
　
る
。

　

B
、
巡
回
文
庫
等
を
用

　
　
し
た
文
庫
を
設
置
し
図

　

書
貸
出
規
程
を
設
け
て

　

読
書
に
よ
る
教
養
文
化

　
　
の
向
上
を
は
か
る
。

　
　
o
、
部
落
運
営
及
び
生

　
　
産
、
生
活
面
の
部
落
実
一

　
　
態
を
常
に
標
示
し
、
部

　
　
落
民
の
こ
れ
に
対
す
る

　
　
関
心
を
高
め
部
落
振
興

　
　
を
は
か
る
。

　
　
D
、
公
民
舘
運
営
規
則

　
　
を
設
け
順
調
な
運
営
を

　
　
行
う
。

　
ホ
、
環
境
の
俘
化

　
　
部
落
環
境
の
玲
化
は
家

　
庭
の

整
理
整
頓
に
連
な
り

　
経
営
の
改
善
向
上
は
各
々

　
の
整
理
整
頓
に
始
ま
る
も

　
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
運

　
動
を
計
画
的
に
推
屯
し
住

　
み

よ
い
部
落
建
設
の
た
め

・
に
も
部
落
環
境
の
浄
化
に

　

つ
と
め
る
。

　
　

A
、
道
路
家
屋
内
外
の

　
　
清
掃
を
定
期
的
に
行
い

　
　
併
せ
て
衛
生
思
想
の
普

　
　
及
に
つ
と
め
る
。

　
　
B
，
特
に
保
健
術
生
上

　
　
用
水
路
、
流
し
水
等
の

　
　
浄
化
に
つ
と
め
る
。

　
　
C
，
宅
地
、
未
利
用
地

　
　
の
高
艮
利
用
と
垣
根
の

　
　
衛
生
的
な
改
善
を
図
る

C
、
部
落
振
興
計
画
の
推
進

　
イ
、
振
興
計
画
の
樹
立
と

　
推
進

　
　
A
、
部
落
別
現
杁
を
調

　
　
査
検
討
し
’
こ
れ
を
基

　
　
本
に
農
家
毎
の
畏
期
振

　
　
興
計
画
を
た
て

る
。
部

　

落
は
個
々
の
畏
期
振
興

　

計
画
を
集
績
し
て
小
組

　

合
振
興
計
師
と
す
る
。

　

B
’
小
組
合
は
小
組
合

　

長
期
事
業
計
画
に
基
く

　

単
年
度
事
業
謝
圓
を
た

　
　
て
、
こ
れ
を
基
本
に
小

　

組
合
運
営
を
行
い
所
期

　
　
の
目
的
を
達
成
す
る
。

　
ロ
、
興
農
推
進
委
貝
制
の

設
置

　

A
’
本
運
動
の
趣
旨
撤

　

底
を
促
屯
す
る
た
め
’

　
　
小
組
合
畏
を
含
め
興
農

　
　
推
進
委
員
若
干
名
を
置

　
　
く
。
興
農
推
進
委
員
は

　
　
小
組
合
長
期
振
興
計
画

　
　
の
樹
立
と
こ
れ
が
達
成

　
　
を
促
巡
す
る
o

　
　
B
’
興
農
推
進
委
員
は

　
　
計
画
遂
行
上
、
グ
ル
ー

　
　
プ
結
成
を
促
進
し
’
そ

　
　
の
グ
ル
ー
プ
の
目
的
達

　
　
成
を
は
か
る
。

　
　
C
’
興
農
推
進
委
員
の

　
　
中
よ
り
委
員
長
を
】
名

　
　
選
出
し
、
委
員
長
は
小

　
　
組
合
役
貝
と
し
て
運
営

　
　
に
た
つ
さ
わ
る
。
他
の

　
　
興
農
推
進
委
員
は
役
貝

　
　
で
な
く
生
産
活
動
の
活

　
　
発
化
に
従
事
す
る
。

D
、
優
良
団
体
並
に
個
人
実

績
の
選
賞

　
本
運
動
の
実
践
活
動
を
促

巡

し
t
そ
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
田
代
村
振
興
優
良
団

体
並
に
個
人
褒
賞
要
綱
に
基

き
実
績
を
審
査
し
こ
れ
を
選

賞
す
る
。

E
、
実
腿
グ
ル
ー
プ
と
各
種

団
体
の
育
成
強
化

　

イ
、
実
践
グ
ル
ー
プ
の
育

　

成
　
　

A
、
部
落
畏
期
振
興
計

　
　
画
の
実
践
や
名
純
技
術

　
　

の
末
端
滲
透
を
図
る
た

　
　
め
、
ゴ
産
、
生
活
等
夫

　
　
々
の
目
的
を
も
つ
実
践

　

研
究
グ

ル

ー
プ
を
結
成

　

す
る
。

　

B
、
実
践
グ
ル
ー
プ
毎

　
　
に
責
任
者
（
興
農
堆
進

　

委
員
）
を
進
出
し
責
任

　

老
は
グ
ル
ー
プ
の
目
的

　

達
成
の
た
め
に
組
織
貝

　
　
の
実
際
活
動
に
対
す
る

　

推
進
を
行
う
。

　
　
C
’
村
に
お
い
て
グ
ル

　
　
ー
プ
活
動
推
進
に
つ
い

　
　
て
研
修
会
等
を
開
催
し

　
　
グ
ル
ー
プ
活
動
の
活
発

　
　
化
を
促
進
す
る
。

F
、
振
興
目
標
の
設
定

　
本
運
動
の
推
進
に
振
興
目

”
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”
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．
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標
の
設
定
が
電
醇
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し

か

し
、
そ
の
目
煕
は
基
礎
調

査
に
ょ
っ
て
た
て
ら
れ
る
振

興

計
画
の
中
に
設
定
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
が
、
本
運
動

の

目
的
達
成
上
、
村
に
お
い

て

長
期
振
興
計
画
と
し
て
樹

立
す
る
部
門
は
次
の
如
き
も

の
で
あ
る
。

　

イ
、
農
林
粟
部
門

　
　
主
要
作
物
の
増
産
、
換

　
　
金
作
物
の
増
産
、
家
畜

　
　
の
改
良
増
殖
、
林
業
の

　
　
改
良
、
農
業
施
設
の
改

　
　
善
、
宅
地
の
高
度
利
用

　
ロ
、

生
活
部
門

　
　
生
活
施
設
の
改
善
．
家

　
　
族
計
画

　

ハ
、

衛
生
部
門

　
　
環
境
衛
坐
の
改
善

　

二
’

そ

の
他
の
部
門

　
　
貯
蓄
の
増
加
、
共
同
施

　
　
設

の
増
加

G
、
経
済
自
立
化
運
動
推
進

協
議
会
の
設
置

　
イ
、
村
長
は
本
運
動
の
重

　
要
施
策
を
審
議
か
つ
、
推

　
進
す
る
た
め
’
改
め
て
第

　
二
次
経
済
目
立
化
運
動
推

　
進
協
議
会
を
設
置
す
る
。

　
ロ
、

そ
の
組
織
運
営
に
関

　
し
必
要
な
事
項
は
別
に
こ

　
れ
を
定
め
る
C

H
、
既
設
共
同
施
設
の
活
用

　
特
に
新
農
山
漁
村
建
設
総

合
対
策
事
業
と
し
て
設
置
さ

れ
た
　
共
同
施
設
の
活
用
に

よ
り
こ
の
事
業
実
施
の
所
期

の
自
的
を
達
成
す
る
。

1
　
そ
の
他
の
項

　
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の

外
、
こ
の
要
綱
の
実
施
に
つ

き
必
敦
な
事
項
は
、
本
運
動

推
進
協
識
会
に
お
い
て
審
議

か
つ
推
進
す
る
。
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昭
和
三
十
五
年
度
矛
二
次
経
済

自
立
化
運
動
推
進
方
策

　
田

代
村
第
二
次
経
済
自
立
化

運
動
に
基
い
て
’
農
林
業
生
産

者
の
一
層
の
自
立
意
織
と
実
践

括
動
を
促
丞
し
、
以
っ
て
紆
済

自
立
化
運
動
本
来
の
目
的
達
成

に
善
処
す
る
も
の
と
す
る
が
、

本
年
度
は
次
の
よ
う
な
方
針
で

推
進
す
る
。

1
　
第
二
次
経
済
自
立
化
運
動

　
推
進
に
つ
い
て
趣
旨
の
啓
蒙

　
、
滲
透

　
　
第
二
次
経
済
自
立
化
運
動

　

推
進
協
謙
会
を
設
け
、
本
週

　

動
推
進
要
綱
を
審
巖
か
つ
定

　

し
’
こ
れ
に
基
い
て
趣
旨
の

　

旅
底
を

は
か
る
。

2
　
郡
落
組
織
の
整
備
強
化

　
　
合
理
的
生
産
共
同
体
及
び

　

生
産
共
同
体
と
し
て
の
適
切

　

な
地
域
集
団

と
し
て
再
編
す

　

る
。
再
編
の
要
領
に
つ
い
て

　

は
推
進
要
綱
に
規
定
す
る
と

　

こ
ろ
に
ょ
る
。

3
　
興
農
推
進
委
貝
の
設
置

　
　

全
部
落
に
興
農
推
進
委
貝

　

若
干
名
を
設
置
し
、
設
置
嬰

　

領
に

つ
い
て
は
推
巡
嬰
綱
に

　

規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

4
　
研
修
会
と
座
談
会
の
開
催

　

イ
、
本
運
動
の
推
進
を
図
る

　

に
は
、
そ
の
衝
に
あ
た
る
指

　

導
者
の
活
動
と
8
5
落
中
心
人

　

物
の
養
成
が
極
め
て
重
殴
で

　

あ

る
の
で
指
導
並
に
、
部
蕗

　

の
育
成
等
に
役
立
た
せ
る
た

　

め
、
村
に
お
い
て
」
研
修
会
を

　

開
催
す
る
。

　
ロ
、
興
農
推
進
委
員
の
研
修

会
を

開
き
部
落
振
興
計
画
遂

行
上
’
優
秀
な
興
燈
推
進
委

　
員
の
覆
成
を
行
う
。

　
ハ
、
部
落
座
談
会
を
5
8
催
し

　
本
運
動
の
趣
旨
撤
底
を
図
る

5
長
期
振
興
計
画
の
樹
立

　
イ
’
第
l
次
経
済
自
立
化
運

　
動
発
足
以
来
の
劃
画
並
に
実

　
績
を
充
分
検
討
、
最
近
の
社

　
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
も
考

　
慮

し
て
’
昭
和
三
十
五
年
度

　
を
初
年
度
と
す
る
長
期
振
興

　
副
剃
画
（
五
ケ
年
計
画
）
を
樹

　
立
し
、
そ
の
着
実
な
る
実
施

　
に

努
力
し
て
経
済
自
立
化
運

　
動
を
計
画
的
に
実
践
す
る
。

　

ロ
、

剤
画
の
樹
立
に
当
っ
て

　

は
、
村
、
農
業
共
同
組
合
、

　
農
業
委
貝
会
、
農
業
協
済
組

　
合
、
森
林
組
合
、
公
民
舘
等

　
関
係
諸
機
関
藥
い
て
部
門

　
別
に
た
て
、
．
こ
れ
ら
関
係
機

　
関
の
充
分
な
研
究
討
議
を
経

’

る
と
共
に
t
そ
れ
ぞ
れ
本
来

　

の
事
業
を
運
営
す
る
に
当
っ

　
て

は
畏
期
振
興
計
画
を
尊
重

　

し
相
協
力
し
て
そ
の
実
現
の

　

促
進
に
努
め
る
e

6
、
部
落
振
興
計
画
の
樹
立

　

イ
、
基
礎
調
査

　
A
、
部
落
組
織
員
は
診
断
の
一

　

結
果
を
参
考
に
、
最
近
の
社

　

会
経
済
情
勢
の
変
化
を
も
考

　
慮

し
て
、
昭
和
三
十
五
年
を

　
初
年
度
と
す
る
畏
期
振
興
計

　
画
⌒
五
ケ
年
計
、
画
）
を
た
て

　
る
。

　

B
’
小
組
合
は
組
織
口
の
長

　
期
振
興
謝
画
を
集
績
、
こ
れ

　

を
基
礎
に
昭
和
三
十
五
年
を

　

初
年
艮

と
す
る
小
組
合
長
期

　

振
興
副
画
（
五
ケ
年
謝
画
）

　

を
た

て
’
そ
の
瘡
実
な
る
実

　
施
に

努
力
し
て
経
済
自
立
化

　

運
動
を
計
画
的
に
実
践
す
る

　

も
の
と
す
る
。

　

C
、
小
組
合
及
び
組
織
員
は

　

そ
れ
ぞ
れ
畏
期
振
興
計
画
に

　

基
く
昭
和
三
十
五
年
度
実
施

　

副
画
を
た
て
る
。

　

D
、
副
画
の
樹
立
、
遂
行
に

　

当
っ
て
は
部
落
興
農
推
屯
委

　

員
を
中
心
に
こ
れ
に
あ
た
る

7
、
特
別
指
定
地
城
の
設
置

　

イ
、
モ
デ
ル
部
落
の
指
定

　
　

経
済
自
立
化
運
動
推
進
上

t
の
一
手
段
と
し
て
、
県
の
特

‘

　
別
指
定
村
の
指
定
を
受
け
、

　
特
に
平
・
石
部
〔
洛
を
モ
デ
ル
部

　

落
と
し
て
指
定
、
本
運
動
展

　

開
の
基
㊥
と
す
る
O

　
　
ロ
、
モ
デ
ル
乱
落
の
調
査
並
一

　

に
計
画
樹
立

　

A
、
県
及
び
営
農
相
談
所
に

　

お
い
て

モ
デ

ル
部
落
の
基
礎

　

調
査
を
行
い
そ
の
結
果
を
診

　

断
す
る
。

　

B
、
診
断
の
結
果
、
濃
密
な

　

る
指
導
を
加
え
、
畏
期
振
興

　

副
画
並
に
昭
和
三
十
五
年
度

　

実
施
計
画
を
樹
て
る
。

　
　
ハ
t
　
a
g
和
言
一
十
1
一
血
年
度
吻
穴
施

　

副
画
の
推
進

　
営
農
相
談
所
に
お
い
て
、

別
に
足
め
る
調
査
様
式
に
よ

り
部
落
組
織
員
の
経
営
現
況

を
調
査
診
断
す
る
。

n

，
振
興
計
画
の
樹
立

A
、
計
画
樹
立
と
岡
時
に
同

　
一
目
的
を
持
つ
老
に
よ
っ
て

　
単
位
V
N
－
プ
を
結
成
、
単

　
位
グ
ル
ー
プ
毎
に
興
農
推
進

　
委
員
（
グ
ル
ー
プ
の
責
任
者

　

を
選
出
す
る
。
）

　
B
、
罰
画
推
進
に
つ
い
て
は

　
興
巖
推
巡
委
員
が
こ
れ
に
あ

　
た
る
。

8
、
単
位
グ
ル
ー
プ
の
結
成

　
　
部
蕗
毎
に
計
画
樹
立
後
、

　
同
一
目
的
を
持
つ
者
に
よ
る

　
単
・
位
グ
ル
ー
プ
を
結
成
、
単

　
位

グ
ル
ー
プ
の
実
践
活
動
促

　
巡
に
よ
り
経
済
自
立
化
運
動

　
展
開
の
目
的
達
成
を
期
す
る

9
’
そ
の
他
の
事
項

　
　
関
係
機
関
役
職
員
並
に
推

　
進
協
議
会
委
貝
に
よ
る
部
落

　
指
導
班
を
編
成
し
本
運
動
の

　
趣
旨
徹
底
と
計
画
遂
行
に
っ

　
い
て
指
薄
す
る
e

部
落
振
興

規

約
準
ノ

小
組
合

　
　

矛
一
総
則

第
一
条
　
本
小
組
合
は
○
○
部

　
落
住
民
の
親
和
共
同
の
精
神
一

　
に
則
り
、
共
同
及
び
各
自
の

　
自
覚
、
活
動
と
福
利
を
増
進

　

し
、
も
っ
て
組
合
貝
の
経
済

　
安
定
、
文
化
の
向
上
を
図
る

　

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
　
本
小
組
合
は
O
O
部

　
落
振
興
小
組
合
と
称
す
る
。

第
三
条
　
本
小
組
合
の
地
城
は

　

O
O
部
e
e
　
1
円
と
す
る
。

第
四
条
本
小
組
合
の
事
務
所

　

は

O
O
O
O
に
置
く
。

第
五
条
　
本
小
組
合
は
地
城
内

　

の
世
帯
を
も
っ
て
組
織
す
る

第
六
条
本
小
組
合
は
そ
の
目

　

的
を
達
成
す
る
た
め
、
公
民

　
舘
活
動
を
基
本
に
部
落
振
興

　

謝
画
を
樹
て
t
そ
れ
ぞ
れ
の

　

実
腿
項
目
に
っ
い
て
そ
の
事

　

業
を
行
う
。

第
七
条
　
本
小
組
合
に
加
入
又

　

は
脱
退
す

る
も
の
は
小
組
合

　

長
に
届
け
で
る
も
の
と
す
る

第
八
条
　
本
小
組
合
の
事
業
仔
－

　

度
け
毎
任
四

月
一
u
に
始
ま

　

り
翌
年
三
月
三
十
一
日
を
も

　

っ

て
終
る
。

第
九
条
　
本
小
組
合
は
組
合
費

　
、
使
用
料
、
手
数
料
を
徴
牧

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

　

金
額
は
小
組
合
総
会
又
は
例

　

会

に
お
い
て
決
定
し
た
範
囲

　

内
で
小
組
合
長
が
定
め
る
。

　
　
　
矛
二
役
員

第
十
条
　
オ
小
組
合
に
次
の
役

　

員
を
置
く
。

　

1
小
組
合
艮
、
一
名
2
公

　

民
舘
長
、
一
名
　
3
副
小
組

　

合

畏
、
一
名
4
経
済
部
艮

　

、

一
名
5
公
民
舘
主
事
、

　
　
一
名
、
6
班
長
、
若
〒
名

　

小
組
合
長
、
副
小
組
合
長
、

　
　
公
民
舘
主
事
は
総
会
に
お
い

　
　
て
組
合
員
か
ら
選
出
す
る
。

‖貝役
貝
は
小
組
合
迂
を
補
佐
し

主

と
し
て
次
の
業
務
に
従
事

す
る
。

　
　
1
、
副
小
組
合
長
は
庶
務

　
　
、
会
計
の
事
務
に
従
事
す

　
　
る
e

　
　
2
、
経
済
部
長
は
部
落
振

　
　
興
計
画
案
の
樹
立
と
実
践

　
　
活
動
の
推
進
に
あ
た
る
。

　
　
3
、
公
民
舘
主
事
は
部
落

　
　
振
興
3
1
画
に
乱
く
公
民
舘

　
　
活
動
に
あ
た
る
。

　
　
4
、
班
畏
は
小
組
合
長
の

　
　
命
に
よ
り
主
と
し
て
連
絡

　
　
業
務
に
あ
た
る
。

第
十
三
条
　
小
組
合
長
、
副
小

　
組

合
長
、
経
済
部
長
、
公
民

　
舘
主
事
、
班
度
の
任
期
は
二

　
年
と
し
再
任
を
妨
げ
な
い
e

才

三
　
部
落
興
農
推
進

　
　
　
　
委
員

第
十
四

条
　
本
小
組
合
に
部
落

　
興
農
推
進
委
員
若
千
名
を
お

　
く
o

　
　
部
落
興
農
惟
進
委
貝
は
総

　
倉
に
お
い
て

組
合
員
の
中
か

　
ら
選
出
し
、
小
組
合
長
が
こ

　
れ
を
委
嘱
す
る
。

第

十
五
条
興
農
推
進
委
貝
は

　
経
済
部
畏
を
中
心
に
次
の
仔

　
務
に
従
事
す
る
。

　
　

1
t
振
興
引
画
に
必
要
な

　
　

基
礎
調
査

　
　

2
t
振
興
6
1
画
案
の
樹
立

　
　

3
、
部
落
小
組
合
艮
に
対

　
　

し
、
同
2
1
画
実
施
に
つ
い

　
　

て

の
進
言

　
　

4
、
単
位
グ
ル
ー
プ
毎
の

　
公
民
舘
長
は
小
組
合
畏
の
兼

　
務

と
し
、
経
済
部
畏
は
興
農

　
推
進
委
員
の
中
か
ら
選
出
、

　
班
長
は
各
班
毎
に
選
出
し
総

　
会
の
承
認
を
得
る
。

第
十
1
条
　
小
組
合
長
は
組
合

　
の
業
務
を
統
轄
し
組
合
を
代

　
表
す
る
。

　
　
副
小
組
合
長
は
小
組
合
畏

　
を
補
佐
し
、
小
組
合
畏
事
故

　

あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代

　
理
す
る
。

第
十
1
1
条
　
小
組
合
畏
以
外
の

　
　
計
画
実
施
に
伴
う
実
際
活

　
　
動
面
に
対
す
る
推
進

　
　
5
t
振
興
剖
画
実
施
の
取

　
　
ま
と
め

第

＋
六
条
部
落
興
農
推
進
委

　
員
の
任
期
は
五
年
と
す
る
。

　
但

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
o

矛
四
　
帳
簿
及
び
報
酬

第
十
七
条
　
小
組
合
に
規
約
、

　
諸
名
簿
、
決
議
録
、
財
産
目

　
録
、
会
計
帳
簿
、
振
興
計
両

　
書
、
日
誌
そ
の
他
必
要
な
帳

　
簿
を
備
え
お
く
も
の
と
す
る

第
十
八
条

　
小
組
合
は
役
員
、

　
部
落
興
膿
推
進
委
貝
、
そ
の

　
他
必
要
と
認
め
た
も
の
は
総

　
会
又
は
例
会
の
決
議
に
よ
り

　
報
酬
又
は
手
当
を
丈
給
す
る

　

こ
と
が
で
き
る
。

オ
五
　
会
議

’

，

t

」

・

．
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弟
十
九
条
　
小
組
合
の
会
議
は

　
総
会
及
び
例
会
と
す
る
。
総

　
会
は
通
常
及
び
臨
時
総
会
と

　
す
る
。
通
常
総
会
は
毎
年

　

月
日
こ
れ
を
開
く
o

　
臨
時
総
会
は
次
の
場
合
こ
れ

　
を
開
く
。

　
　
1
t
小
組
合
畏
が
必
要
と

　
　
認
め
た
と
き
。

　
　
2
’
組
合
員
の
三
分
の
一

　
　
以
上
か
ら
会
議
の
目
的
で

　
　
あ
る
事
項
を
示
し
総
会
の

　
　
招
集
を
講
求
し
た
と
き
、

　
　
例
会
は
毎

月
l
回
開
催
す

　
　
る
。

第
二
十
条
本
規
約
に
定
め
る

　
も
の
の
外
下
記
の
事
項
は

　
総
会

の
決
議
を
経
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
o

　

1
、
事
業
剖
画
及
び
収
文
予

　
算
　

2
’
組
舎
費
の
分
ぶ
収
入
方

　

法
　

3
、
共
有
財
産
の
造
成
及
び

　

処
分

　

4
’
規
約
の
変
更

　

5
、
そ
の
他
重
要
な
契
残
事

　

項
　
　
小
組
合
畏

は
通
常
総
会
に

　

お
い
て
、
事
業
成
績
を
報
告

　
し
牧
支
決
算
、
財
産
目
録
の

　
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

第
二
十
一
条
　
総
会
の
議
事
は

　
組
合
員
の
三
分
の
二
以
上
同

　
意
を
も
っ
て
決
す
る
。

第
二
十
l
1
条
　
総
会
は
小
組
合

　
長
が
招
築
す
る
e

　
　
総
会
の
招
集
は
日
時
、
場

　
所
及
び
会
議
の
目
的
を
組
合

　
員
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る

第

二
十

二
条
　
総
会
の
議
長
は

　
小
組
合
長

が
あ
た
る
。

　
矛
六
　
会
計
資
産

第

二
十
四
条

本
小
組
合
の
経

　
費
は
下
記
の
収
入
を
も
っ
て

　
あ
て
る
。

　
　

1
、
組
合
費
　
2
’
手
数

　
　
料
又
は
使

用
料
　
3
、
補

　
　
助
金
又
は
寄
附
金
　
4
’

　
　
そ

の
他

第

二
十
五
条

　
本
小
組
合
に
共

　
有
財
産
を
設
け
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

　
　

こ
の
管
理
規
則
は
別
に
定

　

め
る
e

　
附
則
　
こ
の
規
約
は
昭
和

　
　
年
　
月
日
よ
り
こ
れ
を
適

　
　
要
す
る
。

，

，IIM
i
l
l
t
l
n
t
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
n
l
l
l
l
l
l
n
m
a
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M
M
r
r
M
M
I
t
l
n
M
l
i
l
r
［
t
M
I
I
M
I
r
M
l
l
l
t
T
I
I
I
I
M
t
l
l
r
n
t
t
E
M
M
I
M
t
t
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S
E
I
M
M
n
t
u

田
代
村
振
興
大
会
開
催
要
綱

1
、
旨
　
　
　
趣

　
本
大
会
は
、
大
正
六
年
に
始

　
る
田
代
村
自
治
懇
話
会
並
に

　
田
代
村
村
民
大
会
よ
り
発
展

　
せ
る
田
代
村
の
経
済
振
興
t

　
文
化
向
上
を
目
的
と
す
る
相

　
互
研
の
会
合
で
あ
り
、
本
大

　
会
が
過
去
に
収
め
た
実
績
は

　
本
村
経
済
叉
化
の
向
上
に
大

　
な

る
成
果
を
挙
げ
、
更
に
今

　
後
の
村
づ
く
り
に
大
き
な
期

　
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
而

　
し
な
が
ら
現
今
に
お
け
る
農

　
業
経
営
は
世
界
的
な
農
産
物

　
の
生
産
過
剰
と
、
海
外
自
由

　
貿
易
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
，

　
そ
の
経
営
は
益
々
困
な
ん
に

　
な

り
つ
つ
あ
り
’
こ
れ
が
向

　
上
安

父
を

期
す
る
た
め
第
二

　
次
村
づ
く
り
運
動
展
開
を
契

　
機
に
田
代
村
振
興
大
会
開
催

　
要
綱
を
改
め
今
後
の
向
ヒ
発

　
展
を
期
す
る
。

　
　
　
　
匡

　
　
　
　
イ

ー
、
佗
産
刊
を
高
め
文
化
向
上

　
と
経
営
の
汝
定
を
図
る
た
め

　
こ
の
習
綱
を
足
め
成
績
優
秀

　
な
団
体
並

に
個
人
を
褒
賞
す

　
る
。
2
、
褒
貰
の
対
象
と
な
る
団
体

2
’
運
　
　
　
営

　
本
大
会
の
運
営
け
田
代
村
長

　
が

こ
れ
に
当
り
．
円
滑
な
運

　
営
を
期
す
る
た
め
田
代
村
振

　
興
大
会
運
営
委
員
会
を
設
け

　
る
運
営
委
を
会
の
委
員
は
村

　
長
が
委
嘱
す
る
。

　
運
営
委
員
会
は
村
長
の
諮
問

　
に
応
じ
、
本
大
会
運
営
上
心

　
要
な

る
問
題
の
審
議
を
行
う

　
運
営
委
員
の
設
置
要
綱
は
別

　
に
こ
れ
を
定
め
る
。

3
、
開
催
期
日

　
　
本
大
会
は
毎
年
三
月
十
日

　
に
68

催
す
る
e

4
、
行
　
　
事

　
　
本
大
会
の
目
的
達
成
の
た

　
め
次
の
行
事
を
行
う
。

　
　
諸
演
　
講
習
　
体
験
発
表

　
　
各
種
展
示
　
各
柚
褒
賞
授

　
　
与
式
　
そ
の
他

n
t
r
r
s
ロ
l
l
u
i
l
l
l
u
o
r
t
s
t
l
n
m
m
r
u
”
r
r
”
”
m
u
m
”
ヨ
n
u
a
”
n
ヨ
t
t
”
m
r
r
n
t
l
n
r
n
t
r
m
n
t
l
m
n
n
m
m
t
”
I
r
m
l
m
m
l
”
l
m

田
代
村
振
興
優
良
団
体
並
に

　
　
　
　
　
　
人

褒

賞

要

網

並

に
個
人
は
次
の
と
お
り
と

す
る
。

イ
、
団
体
は
、
小
組
合
単
位

で
全
小
組
合
が
参
加
す
る
も

の

と
し
、
必
要
に
応
じ
グ
ル

ー
プ
単
位
も
　
外
と
す
る
。

　
ロ
、
個
人
は
次
の
項
に
定
め

　
る
種
目
に
参
加
し
た
も
の
と

　
す
る
。

3
、
こ
の
褒
賞
種
目
は
，
次
の

　
と
お
り
と
し
審
査
規
程
は
別

　
に
定
め
る
。

　
　
団
体
　
（
小
組
合
の
部
）

　
　
貯
蓄
　
納
税
、
畜
産
、
農

　
　
協
出
資
、
堆
肥
、
共
販
実

　
　
績
’
公
民
舘
活
助

　
団
　
体
　
（
グ
ル
ー
プ
の
部
）

　
個
　
人

　
　
堆
肥
、
畜
産
、
競
作
（
水

　
　
稲
、
甘
し
ょ
、
陸
称
）

4
、
審
査
の
結
果
、
そ
の
成
績

　
優
秀
な
る
も
の
の
中
よ
り
毎

　
年
振
興
大
会
当
日
褒
賞
す
る

5
t
そ
の
褒
賞
要
綱
の
改
廃
に

　
つ
い
て

は
’
田
代
村
長
の
諮

　
問
に
応
じ
田
代
村
振
興
大
会

　
運
営
委
員
会
に
お
い
て
審
賄

　
し
’
振
興
大
会
に
お
い
て
泳

認
を
も
と
め
る
。

拓
置
匡
目
目
§
∋
当
ヨ
旨
ヨ
§
一
工
§
垂
エ
ヨ
民
一
曇
毒
昌
ヨ
ヨ
§
蓑
碧
翌
白
∋
§
P

　
　
田
代
村
振
興
優
良
団
体
並
に

　
　
　
　
個
人
褒
賞
審
査
規
程

　
田
代
村
振
興
優
良
団
体
並
に

　
個
人
褒
賞
要
綱
に
基
き
，
次

　
の
要
領
で
各
種
目
別
に
審
査

　
す
る
o

ω
、
団
体

1
、
小
組
合
の
部

　
本
村
に
お
け

る
経
済
文
化
の

　
安
定
向
上
は
、
部
落
個
々
が

　
共
同
意
織
に
基
き
生
産
生
活

　
の
増
強
を
図

る
こ
と
で
あ
り

　
部
落
振
興
を
目
的
に
次
の
種

　
目
別
採
点
を
行
う
。

　
し
か
し
、
部
落
民
個
々
の
経

　
営
規
模
の
相
違
と
部
蕗
組
織

　
の
差
異
を
考
慮
し
て
’
公
平

　
に
審
査
を
行
う
た
め
審
査
の

　
基
礎
を
次
の

と
お
り
定
め
る

　

A
．
調
査
時
期

　
　

イ
t
貯
蓄
一
月
末
現
在

　
　
ロ
s

納
税
納
期
限
及
び
一

　
　
　
月
末

　
　

ハ
’

農
協
出
資
、
十
二
月

　
　
未
t
　
1
月
末
’
1
1
月
末

　
　
，
l
t
　
w
a
m
a
e
　
1
月
末

　
　

ホ
、
推
肥
、
三
月
、
十
月

　
　
へ
’
共
販
実
績
、
二
月
末

　
　
　
現
在
⌒
前
年
三
月
一
日

　
　
　
よ
り
1
ケ
年
）

　

B
、
調
査
対
象

　
　
イ
、
貯
蓄
、
全
小
組
合
員

　
　

と
そ
の
貯
蓄
高
（
簡
易
保

　
　
険
、
農
協
K
済
を
ふ
く
む

　
　
）

　
　
p
t

納
税
、
村
税
の
納
税

者

と
そ
の
課
税
額
⌒
農
作

物
共
済
掛
金
を
ふ
く
む
）

ハ
’

農
協
出
資
、
農
協
組

合
員
と
そ
の
出
資
額

二
、

畜

産
、
耕
地
l
o
ア

ー
ル
以
上
も
し
く
は
’
家

畜
単
位
O
、
二
以
上
の
経

営
者
を
含
む
農
家
と
そ
の

飼
育
生
産
頭
数

ホ
、
堆
肥
　
耕
地
l
o
ア

ー
ル
以
上
の
経
営
者
と
そ

の
堆
肥
量

へ
、

共
販
実
績
、
　
一
〇
ア

ー
ル
当
り
販
売
成
績
は
、

全
小
組
合
員
の
耕
地
面
積

　
と
販
売
額
、
一
戸
当
り
販

　
売
成
績
は
、
総
販
売
額
と

農
家
戸
数

　
ト
t
公
民
舘
活
動
、
会
合

　
の
出
席
率
は
、
村
で
主
催

　
し
又
は
指
定
す
る
会
合
と

　
要
出
席
者
、
清
掃
成
績
は

　
t
全
小
組
合
員
と
清
掃
結

　
果
簿
記
成
績
は
全
小
組
合

　
員
と
そ
の
記
帳
結
果

◎
小
組
合
貝
と
a
f
’
　
1
月
末

　
現
在
に
お
け
る
小
組
合
加

　
入
者
を
い
う
　
　
耕
地
面

　
積

は
’
農
菓
委
員
会
保
管

　
の
農
家
台
帳
に
よ
る
。

イ
’
貯
　
蓄
（
三
〇
〇
点
）

　
経
済
情
勢
の
変
化
と
不
慮

の
災
害
に
対
処
し
、
併
せ
て

生
産
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
常
に
経
営
資
金
の
備
蓄
が

大
切
で
あ
る
o

　
本
村
に
お
け
る
貯
蓄
金
額

は
’
年
冷
増
加
し
つ
つ
あ
る

が
小
組
合
別
の

一
戸
当
り
貯

金
額
に
は
大
差
が
あ
り
、
全

般
的
に
均
衝
化
と
増
額
が
望

ま
れ
る
。

　
よ
っ
て
田
代
村
農
業
協
同

組
合
、
村
内
郵
便
局
、
並
に

信
用
組
合
田
代
支
所
へ
の
貯

金
⌒
保
険
金
、
共
済
金
を
含

む
）
を
対
象
に
審
査
す
る
。

A
、
長
期
性
貯
金
の
一
戸
当

り
成
績

　
一
戸
当
り
貯
金
高
の
最
高

小
組
く
n
p
a
　
1
　
O
O
と
し
て
比

率
計
算
す
る
。

B
’
保
険
金
、
共
済
金
の
一

戸
当
り
成
績

　
簡
易
保
陳
、
農
協
共
済
の

11戸
当
り
契
約
高
の
最
高
■

組
合
を
一
〇
〇
と
し
て
比
率

計
算
す
る
。

C
、
o
o
年
に
対
す
る
比
較
成

績　

艮
期
性
の
こ
戸
当
り
貯
金

　
高
並
に
簡
易
保
険
、
農
協

共
済
の
一
戸
当
り
契
約
高
を

前
年
実
績
と
比
交
　
　
　
・
の

成
績
の
最
高
小
組
合
を
二
〇

o
と
し
て
比
率
計
算
す
る
。

D
’
納
税
貯
蓄
成
績

　
納
税
準
備
貯
蓄
目
標
に
対

す
る
達
比
率
の
最
高
小
合

p
a
　
1
　
O
O
と
し
て
比
率
計
算

す
る
。

　
以
上
四
項
目
の
合
計
得
点

の
最
高
小
組
合
を
三
〇
〇
と

し
て
比
率
計
算
に
よ
り
採
点

す
る
。

ロ
、

納
税
（
三
〇
〇
点
）

　
納
税
は
国
民
の
義
務
と
し

て
’
当
然
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

も
の
で
あ
り
’
本
村
に
お
け

る
こ
の
成
績
は
例
年
好
成
績

を
収
め
て

い
る
が
、
農
作
物

久
済
掛
金
の
ご
と
き
も
の
は

そ
の
成
績
が
悪
く
、
こ
れ
ら

の
向
上
を
図
り
全
小
組
合
一

o
o
パ

ー
セ
ソ
ト
達
成
を
促

進
す

る
た
め
村
税
並
に
農
作

物
共
済
掛
金
を
対
象
に
審
査

す
る
o

A
’
納
期
内
納
入
成
績

　
村
税
の
課
程
額
に
対
す
る

納
期
内
納
入
率
の
最
高
小
組

合

を
一
O
O
と
し
て
比
率
剖

算
す
る
。

B
’
帯
納
額
の
納
入
成
績

　
当
該
隼
度
課
程
額
と
操
越

滞
納
高
の
合
計
に
対
す
る
。

一
月
末
に
お
け
る
納
入
率
の

最
高
小
組
合
を
一
〇
〇
と
し

て
比
率
訓
算
す
る
。

C
、
農
作
物
共
済
掛
金
納
入

成
績

　

農
作
物
共
済
掛
金
の
当
該

年
度
並
に
過
年
度
滞
納
掛
金

額
に
対
す
る
’
一
月
末
に
お

け
る
納
入
率
の
最
高
小
組
合

を
一
C
O
と
し
て
計
算
す
る

O　

以
上
三
項
目
の
合
計
得
点

の
最
高
小
組
合
を
三
〇
〇
と

し
て
比
率
計
算
に
よ
り
採
点

す
る
。
ハt

農
協
出
資
（
二
〇
〇
点

（　

農
業
生
産
の
向
上
を
図
り

生
活
の
安
定
を
期
す
る
た
め

に
農
協
を
中
心
に
し
た
共
同

体
制
の
確
立
が
重
要
で
あ
る

　

農
協
運
営
の
健
全
化
は
必

要
額
の
出
資
に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
農
協
再
建
計
画
に

｝払
き
、
　
咽
梨
和
一
二
十
山
ハ
養
を

最
終
年
度
と
し
て
審
査
す
る

A
’
当
該
年
度
目
標
達
成
率

　

十
二
月
末
に
お
い
て
目
標

額
を
完
遂
し
た
小
組
合
を
一

o
o
’
一
月
末
に
完
遂
し
た

小
組
合
を
八
〇
、
二
月
末
に

完
遂
し
た
小
組
合
を
七
〇
、

末
完
遂
小
組
合
は
、
達
成
率

L
J
　
O
’
七
を
乗
じ
た
も
の
を

得
点
と
す
る
。

　
目
標
額
を
超
過
し
た
場
合

は
一
0
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
』
c

二
点
を
加
算
す
る
。
　
但
し

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
限
度
と

す
る
。
B
、
総
目
標
の
超
過
成
欝

　
昭
和
三
十
六
年
度
ま
で
の

総
目
標
を
超
過
し
た
小
組
合

af’
　
1
パ
ー
セ
ン
ト
当
り
五

点
と
す
る
。

　
以

上
二
項
目
の
合
計
得
点

の
最
高
小
組
合
を
二
〇
〇
と

し
て
比
率
計
算
に
よ
り
採
点

す
る
e

sl、
畜
　
産
（
四
〇
〇
点
）

　
食
糧
需
給
の
現
状
は
米
食

か
ら
’
肉
’
パ
ン
食
へ
費
打

し
つ
つ
あ
り
、
特
に
肉
食
は

大
巾
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
o

　
本
村
に
お
け
る
畜
産
の
現

況

は
’
役
畜
的
な
城
を
脱
せ

ず
今
後
畜
産
主
体
の
経
営
に

よ
る
農
家
経
済
の
安
定
が
望

ま
れ
、
又
自
給
肥
料
増
産
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
も
畜
産

が
そ
の
根
幹
を
な
す
も
の
で

あ
る
。
　
　
よ
っ
て
飼
養
頭

数
の
増
加
と
資
質
の
改
善
に

よ
り
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
’
飼
育
、
販
売
頭
数
等
対

象
に
審
査
す
る
。

A
’
一
戸
当
り
飼
養
成
績

　

牛
’
馬
は
総
牛
馬
検
査
に

よ
っ
て
飼
養
頭
数
を
調
査
し

中
農
家
畜
は
一
月
末
現
在
の

書
類
調
査
に
よ
っ
て
飼
養
頭

数
を
把
握
’
次
の
採
点
基
礎

を
飼
養
頭
数
に
乗
じ
、
農
家

一
戸
当
り
得
点
を
算
出
す
る

そ
の
最
高
小
組
合
を
一
〇
〇

と
し
て
比
率
計
算
す
る
。

　
牛
、
馬
、
一
〇
、
緬
山
羊

　

一
豚
（
種
豚
の
み
）
1
O

B
、
資
質
改
善
成
績

　
飼
養
頭
数
（
牛
馬
’
種
豚
）

に
対
す
る
登
録
家
畜
頭
数
の

最
高
小
組
合
を
五
〇
と
し
、

畜
産
品
評
会
出
場
の
最
乱
少

組
合
を
五
〇
と
し
て
夫
々

得
点
を
附
し
、
こ
の
計
合
得

点
の
最
高
少
組
合
を
一
〇
〇

と
し
て
比
率
劃
算
す
る
。

C
、
生
産
成
績

　

畜
種
別
採
点
基
礎
に
よ
り

市
場
出
場
頭
数
（
肉
豚
は
共

販
実
績
｝
の
得
点
を
算
出
し

、

畜
種
別
生
産
可
能
頭
数
で

除
し
た
1
9
点
合
計
の
最
高
小

組
合

を
一
〇
〇
と
し
て
此
率

剖
算
す
る
。
　
肥
育
牛
、
肉

豚
は
市
場
18

場
頭
数
に
採
点

基
礎
を
乗
じ
農
家
一
戸
当
り

得
点
を
算
出
す
る
。

そ
の
最
高
小
組
合
を
一
〇

o
と
し
て
比
率
剖
算
に
よ
り

得
点
を
附
し
、
以
上
三
項
目

の
合
計
得
点
の
最
高
小
組
合

p
a
　
1
　
O
O
と
し
て
比
率
・
計
算

す
る
。
　
　
　
・

　
牛
馬
一
〇
、
肉
豚
四
、
緬

　
山
羊
一
、
仔
豚
○
、
五
’

　
肥
育
牛
六

D
、
家
畜
共
済
加
入
成
績

　
共
済
対
象
牛
馬
に
対
す
る

加
入
率
の
最
高
小
組
合
を
一

o
o
と
し
て
比
率
計
算
す
る

E
、
前
年
に
対
す
る
比
較
成

績

A
B
C
三
項
目
の
一
戸
当

り
ム
ロ
計
得
点
を
前
年
実
績
と

比
較
e
そ
の
成
績
の
最
高
小

組
合
を

二
〇

C
と
し
て
比
率

劉
算
す
る
。

　
以
上
五
項
目
の
合
計
得
点

の
最
高
小
組
合
を
四
〇
〇
と

し
て
比
率
計
算
に
よ
り
採
点

す
る
。
ホ
、
堆
肥
　
“
二
0
0
点
）

　
営
農
の
健
全
化
を
図
る
に

は
全
肥
依
存
経
営
よ
り
脱
却

し
’
堆
肥
増
施
に
よ
る
地
力

の
維
持
増
進
を
図
り
、
作
物

の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

　
本
村
に
お
け
る
堆
肥
利
用

の
現
況

は
、
単
位
面
積
当
り

施
用

量
が
少
な
く
全
肥
依
存

度
が
強
い
た
め
地
力
の
減
耗

を
き
た
し
つ
つ
あ
り
’
今
後

こ

の
施
用
量
増
加
を
目
標
に

年
二
回
堆
積
状
況
を
調
査
し

熟
肥
積
量
を
対
象
に
審
査
す

る
。A
、
　
1
1
戸
当
り
積
量

　
堆
肥
積
趾
（
熟
肥
換
算
）

を
調

査
し
農
家
一
戸
当
り
積

量
の
最
高
小
組
合
を
1
O
O

と
し
て
比
率
罰
算
す
る
匂

B
、
　
一
0
ア
ー
ル
当
り
積
量

　

総
積
量
を
耕
地
面
積
で
除

し
1
0
ア
ー
ル
当
り
積
量
の

最
高
牛
組
合
を
一
〇
〇
と
し

て
此
率
計
算
す
る
e

C
，
　
E
年
に
対
す
る
此
較
成

績　

10
ア

ー
ル
当
り
積
量
を

前
年
実
績
と
比
較
し
、
そ
の

成
績
の
最
高
小
組
合
を
二
〇

o
と
し
て
此
率
計
丼
す
る
。

　
以
上

三
項
目
の
合
罰
得
点

の
最
高
小
組
合
を
二
〇
〇
と

し
て
比
率
剖
算
に
よ
り
採
点

す
る
。

へ
、

共
販
実
績
（
四
〇
〇
点
）

　

農
家
経
済
の
安
定
向
ヒ
は

、

農
粟
現
金
収
入
の
増
加
に

よ
っ
て
図
ら
れ
る
。
本
村
に

お
け

る
伐
巣
現
金
収
入
は
単

位
面
積
収
入
が
少
な
く
、
併

せ
く
　
戸
当
り
収
入
も
少
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
了

い
状
態

で
、
生
産
費
引
下
げ

に
努

め
な

が
ら
現
金
収
入
増

加
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
n
　
よ
っ
て
田
代
村
農
業
協
同

組
合
、
同
森
林
組
合
、
同
た

ば
こ

耕
作
組
合
を
通
じ
共
販

さ
れ
た
膿
畜
産
物
を
対
象
に

審
査
す
る
。

A
、
1
0
ア
　
－
”
ル
当
り
販
売

実
績
　
総
販
尭
額
を
耕
地
面
積
で

除
し
一
〇
ア
ー
ル
当
り
販
発

額
を
算
出
’
そ
の
最
高
小
組

合

を
一
〇
〇
と
し
て
比
率
罰

算
す
る
。

B
’
1
戸
当
り
販
売
成
績

　
総
販
売
額
を
農
家
戸
数
で

除
し
一
〇
当
り
販
光
額
を
算

出
’
そ
の
最
高
小
組
く
l
l
　
1
　
O

o
と
し
て
比
率
剖
算
す
る
。

C
’
前
年
に
対
す
る
比
較
成

績　
一
戸
当
り
○
に
一
〇
ア
ー

ル
当
り
販
先
額
の
6
8
年
に
対

す
る
比
較
成
績
の
最
高
小
組

合
を

二
〇
〇
と
し
て
比
率
計

算
す
る
。

　
以
上
三
項
目
の
合
計
得
点

の
最
高
小
組
合
を
四
〇
〇
と

し
て
比
率
計
算
に
よ
り
採
点

す
る
。

ト
、
公
民
舘
活
動
成
績
（
三

　

〇
o
点
）

　

生
産
増
強
に
よ
る
家
庭
紅

済
の
安
定
上
向
を
図
る
に
は

常
に
規
律
正
し
い
生
活
、
特

に
謝
画
的
に
実
践
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
団
体
活
動

に
お
い
て
も
、
時
間
励
行
に

よ
る
計
画
的
な
運
営
に
よ
っ

て
、
6
6
期
の
成
果
が
あ
げ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
又
活
動
推
進
上
組
織
の
強

化
と
明
確
を
期
し
、
組
織
を

通
じ
て
生
産
活
動
に
迎
な
る

教
養
文
化
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
肝
要
と
思
わ
れ
る
。

　

よ
っ
て
巾
広
い
公
民
舘
活

動
の
中
で
特
に
組
織
、
時
間

励
行
、
環
境
の
禄
化
等
を
対

象
に
審
査
す
る
。

A
’
会
合
の
出
席
率

　

次
に
定
め
る
会
合
の
開
会

時
に
お
け

る
出
席
者
を
y

遅
刻
者
を
O
、
五
と
し
て
’

要
出
席
者
数
に
対
す
る
比
率

の
披
高
小
組
く
n
i
N
　
1
　
o
o
と

し
て
此
率
罰
算
す
る
。

　

村
主
催
部
箔
座
談
会
　
村

　

主
催
小
組
合
役
貝
会
　
婦

　

人
会
艮
会
　
肯
年
団
長
会

　

振
興
大
会

B
、
清
掃
成
姑

　
村
内
一
升
に
火
施
す
る
清
一

掃
紬
果
を
別
に
定
め
る
検
隻

　
　
　
　
　
　
　
．

要
領
に
よ
り
探
点
し
戸
当
り

得
点
の
最
高
小
紐
合
を
一
〇

0
と
し
て
此
率
計
算
す
る
e

C
、
簿
記
成
級

　

農
家
簿
記
　
家
計
簿
紀
の

紀
帳
実
績
を
次
に
定
め
る
採

点
要
領
で
採
点
し
、
戸
当
り

得
点
の
最
高
小
組
合
を
一
〇

o
と
し
て
比
率
計
算
す
る
o

　

完
全
記
帳
一
O
，
＝
一
ケ

　

月
九
’
以
下
月
当
り
1
点

　

を
滅
一
じ
、
五
ケ
月
以
上
を

　

採
点
す
る
o

　

以
上
三
項
目
の
合
8
1
得
点

の
最
高
小
組
合
を

三
〇
（
）
と

し
て
此
率
計
算
に
よ
り
採
点

す
る
。
チ
、
総
合
成
績

　

以
上
取
り
あ
げ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
種
目
別
の
撤
興
成
績
が

更
に
積
み
重
ね
ら
れ
’
総
合

的
に
同
じ
よ
う
な
仲
度
率
に

よ
っ
て
振
興
さ
れ
る
と
き
’

始
め
て
部
落
振
興
と
部
活
民

　
の
経
済
文
化
の
向
上
が
図
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
一
柚
目
別
選
賞
と
併

せ
特
に
総
合
成
継
を
重
視
し

次
の
要
領
で
審
査
す
る
。

　

総
合
得
点

　

各
種
目
別
に
審
査
の
結
果

そ
の
1
9
点
の
合
剖
を
も
っ
て

順
泣
を
決
定
す
る
。

特
別
小
組
合

A
’
模
範
小
組
合

　

総
合
成
鎖
に
お
い
て
優
勝

し
て
小
組
合
の
成
績
低
下
を

　
守

り
t
他
小
組
合
の
優
勝
小

組
合
に
対
す
る
競
争
恵
識
を

高
め
る
た
め
、
三
年
辿
続
優

肋
し
た
小
組
合
を
模
範
小
組

合
と
し
て
遣
出
す
る
。

　
　
但
し
模
範
小
組
合
は
そ
の

成
績
が
四
位
以
下
に
落
ち
た

場
合
は
失
格
と
す
る
。

B
、
努
力
小
組
合

　
　
各
小
組
合
と
も
年
毎
に
成

績
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
最

　
大
の
目
媒
で
あ
り
’
し
か
も

　
総
合
的
に
逃
展
す
べ
き
で
あ

　
る
o
よ
つ
て
総
合
成
績
採
点

　
の
結
果
、
特
に
躍
進
的
な
実

　
績
を
あ
げ
た
小
組
合
を
努
力

　
小
組
合
と
し
て
選
出
す
る
。

2
’
グ
ル
ー
プ
の
部

　
　
経
済
基
盤
の
小
さ
い
農
村

　
経
済
に
お
い
て
け
、
爽
回
意

　
識
に
基
く
生
産
、
生
活
の
増
【

　
強
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
よ
っ
て
第
二
次
村
づ
く
り

　
運
動
祖
逝
を
契
機
に
広
く
訓
ハ

　
同
意
識
の
疏
揚
を
図
る
た
め

　
各
祉
、
目
的
別
グ
ル
ー
プ
の

　
鮎
成
を
促
屯
し
こ
れ
を
中
心

に

し
た
営
農
改
善
を
拙
進
す
一

る
が
特
に
活
へ
　
、
棚
枳
の
優
秀
一

　
　
　
k

’

t

う

r

i

な
グ

ル

ー
プ
を
模
範
グ
ル
r

プ

と
し
て
選
出
す
る
。

　

こ
の
選
出
は
別
に
足
め
る

審
査
委
員
会
に
お
い
て
行
う

働
、
個
　
人

イ
、
班
　
肥

　
堆
肥
増
産
の
必
要
哲
は
団

体
成
頼
採
点
袈
領
に
記
し
た

と
お
り
で
あ
り
、
特
に
個
人

は
各
小
組
合
よ
ち
三
点
以
上

を
出
晶
し
、
単
年
度
実
絃
を

対
象
に
審
査
す
る
。

　
馨
査
は
団
体
同
様
、
堆
秘
・

量
を
熟
肥
換
算
に
よ
り
鯛
査

し
’
　
1
0
ア
ー
ル
当
り
積
甦

の
最
高

を
1
　
O
O
t
f
積
蛍
の

最
高

を
1
o
o
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
此
率
罰
算
に
よ
り
採
点

順
位
を
決
定
す
る
。

p
、

競
作
会

　
作
物
栽
培
上
研
究
心
の
こ

う
場
を
図
り
一
般
農
家
え
の

栽
培
扱
術
の
参
考
に
供
し
併

せ
て
、
農
業
生
産
の
増
加
を

03

か
る
た
め
’
次
の
作
場
別

競
作
会
を
行
う
。

A
、
水
　
稲

　
各
小
組
合

よ
り
五
ア
ー
ル

以
上
を
単
位

と
し
て
出
品
し

審
査
は
四
平
方
米
刈
取
り
に

よ
り
、
こ
れ
を
乾
燥
、
玄
米

換
算
し
て
順
位
を
決
定
す
る

N
、
陸
稲

　
水
稲
に
準
じ
て
審
査
す
る

C
、
甘
し
ょ
う

　
各
小
組
合
よ
り
五
ア
　
’
“
ル

以
上
を
単
位
と
し
て
出
品
し

審
査
は
四
平
方
米
堀
取
り
に

よ
り
そ
の
生
産
量
を
も
っ
て

順

W
を
決
定
す
る
o

ハ
、

畜
　
産

　
畜
産
の
重
要
判
に
つ
い
て

は
団
体
成
繍
採
点
Ψ
領
に
駅

し
た
と
と
り
で
あ
り
、
特
に

個
人
は
単
年
度
実
績
対
象
に

団
休
成
績
調
査
要
旬
に
よ
り

審
査
す
る
。

A
、
生
産
爪
績

　
次
に
定
め
る
採
人
払
礎
に

生
匪
頭
数
を
乗
じ
t
そ
れ
ぞ

れ
採
点

し
、
そ
の
最
高
を
二

o
o
と
し
て
此
率
罰
算
す
る

　
牛

罵
1
0
、
肉
豚
四
、
緬

　
山
キ
一
、
仔
豚
○
、
五
、

　

肥
育
牛
六

B
’
飼
養
成
窟

　
ぴ
に
冗
め
る
採
点
基
礎
に

飼
獲

頭
数
を
乗
じ
’
そ
そ
れ

採
点
し
そ
の
最
筒
を
一
〇
〇

と
し
て
几
累
副
錦
れ
す
る
。

　

牛
馬
一
〇
　
豚
（
租
豚
の

　

み
）
一
〇
　
緬
山
羊
一

　

以
上
二
項
日
の
合
剖
得
点

を
も
っ
て
順
位
を
決
父
す
る

＿

＿

e
－
“

r

e
－
－
ー

s
ー
、
　
p
t
“
u
n


